
南
に
霊
峰
富
士
、
西
に
南
ア
ル
プ
ス
、

北
に
八
ヶ
岳
、
北
東
に
は
秩
父
連
山
と
、

四
方
を
日
本
有
数
の
山
々
に
囲
ま
れ
た

山
梨
県
は
、
県
土
の
約
78
㌫
を
森
林
が

占
め
る
全
国
で
も
有
数
の
森
林
県
で
す
。

県
都
甲
府
市
に
お
い
て
も
森
林
が
約
64

㌫
を
占
め
る
な
ど
、
そ
の
恩
恵
を
大
い

に
受
け
、
き
れ
い
な
空
気
と
豊
か
な
水

資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
の
中
、
甲
府

市
古
府
中
町
大
日
影
国
有
林
内
の
、
甲

府
自
然
休
養
林
「
つ
つ
じ
ヶ
崎
の
森
」

は
、
Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
の
北
約
１
．
５
㎞
、

戦
国
の
名
将
武
田
信
玄
公
を
お
祀
り
し

て
い
る
武
田
神
社
の
北
東
約
５
０
０
ｍ

に
位
置
し
、
森
の
中
腹
南
斜
面
か
ら
は
、

眼
下
に
甲
府
の
市
街
地
を
一
望
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

当
所
が
、
森
づ
く
り
活
動
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
、
こ
の
「
つ
つ
じ
ヶ
崎

の
森
」
の
一
部
２
．
０
１
㌶
を
、
ふ
れ

あ
い
の
森
「
甲
府
商
工
会
議
所
の
森
」

と
し
て
、
県
内
で
も
様
々
な
地
域
で
植

林
活
動
等
に
貢
献
し
て
い
る
（
公
財
）

オ
イ
ス
カ
山
梨
県
支
部
と
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
を
基
本
に
、
山
梨
森
林
管
理

事
務
所
と
オ
イ
ス
カ
山
梨
県
支
部
、
当

所
と
の
三
者
で
平
成
22
年
3
月
に
協
定

書
を
締
結
し
ま
し
た
。

当
所
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
環
境
問
題

で
大
き
な
課
題
で
あ
る
地
球
温
暖
化
防

止
に
取
組
み
、
温
暖
化
の
大
き
な
要
因

で
も
あ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
対
策
と
し
て
、

平
成
21
年
度
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の

会
館
施
設
へ
の
設
置
、
翌
22
年
度
に
は

公
用
車
と
し
て
Ｅ
Ｖ
の
導
入
等
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
具
体
的
対
応
に
加
え
、
当

所
が
平
成
21
年
度
に
創
立
１
３
０
周
年

を
迎
え
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
ふ
れ
あ
い
の
森
「
甲
府
商
工
会
議

所
の
森
」
を
設
置
し
、
森
づ
く
り
活
動

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
森
づ
く
り
活
動
は
、
多
く
の
会

員
事
業
所
が
業
種
を
超
え
て
協
働
し
、

地
域
に
根
差
し
た
森
林
環
境
問
題
や
森

林
に
よ
る
健
康
づ
く
り
に
高
い
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
も
の
で
、
平
成
26
年
3
月
ま
で
5
年

間
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

当
箇
所
は
、
平
成
17
年
4
月
に
山
火

事
が
あ
っ
た
跡
地
で
、
平
成
19
年
4
月

か
ら
Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
東
京
（
東
京
都
）
が
環
境
保

護
活
動
の
一
環
と
し
て
植
林
活
動
に
取

組
ん
で
い
た
も
の
を
、
当
所
が
引
き
継

ぐ
形
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

武
田
神
社
周
辺
の
桜
が
ほ
こ
ろ
び
始

め
た
平
成
22
年
3
月
28
日
に
植
樹
式
を

開
催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

加
え
、
総
勢
１
０
０
名
を
超
え
る
参
加

者
の
下
、
ケ
ヤ
キ
、
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ミ
ツ

バ
ツ
ツ
ジ
な
ど
高
木
と
低
木
を
合
わ
せ

て
４
５
０
本
ほ
ど
植
樹
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
市
内
の
植
林
業
者
、
オ

イ
ス
カ
等
の
協
力
を
得
て
、
年
2
～
3

回
の
下
草
刈
り
と
一
部
補
植
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
春
は
、
森
の
中
の
高
木
に

取
り
付
け
る
た
め
の
巣
箱
づ
く
り
を
市

内
の
小
学
生
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、

作
業
の
中
で
当
所
職
員
に
よ
る
森
の
循

環
に
つ
い
て
の
学
習
を
行
な
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
植
樹
し
た
苗
木
が
、
一
年

ご
と
順
調
に
成
長
し
、
焼
け
跡
が
立
派

な
森
と
し
て
再
生
す
る
よ
う
、
今
後
も

活
動
を
続
け
て
行
く
予
定
で
す
。

平成２４年６月５日 関 東 森 林 管 理 局 第９９号（５）

植 樹 式 の 様 子

豊

か

な

森

を

未

来

に

引

き

継

ぐ

た

め

に

（
ふ
れ
あ
い
の
森
「
甲
府
商
工
会
議
所
の
森
」
の
取
組
み
）

甲
府
商
工
会
議
所

中
小
企
業
振
興
部

調
査
広
報
室
長

飯
島

司
「 甲 府 商 工 会 議 所 の 森 」 の 除 幕 式

森の循環についての学習の様子


